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写真２VlTEKMSの測定で使用する試薬・器具

培地上の集落
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培地上の集落から爪楊枝の先につく程度の菌量を

ピックアップし、ターゲットプレートに薄く塗布し

ます｡②次いで"マトリックス”といわれる試薬1〃１

を塗布した菌に添加します｡③マトリックスの乾燥

を待って、ターゲットプレートをVITEKMSに挿入す

ると自動で測定が開始され、同定菌名が画面上に表

示されます（数分間で終了)。本装置による細菌の

同定は、VITEKMSの測定で得られたマススペクトル

中に主な成分として観測される数十本のピーク（リ

ボゾームタンパク質由来）を利用して解析が行われ

ます。付属の解析用ソフトウェアには、既知の細菌

が示すマススペクトルがデータベースにあらかじめ

登録されており、このデータベースに登録されてい

るマススペクトルと測定したサンプルのマススペク

トルとのパターンマッチングによって菌種が同定さ

れます。一方で、データベースに登録されていない

菌種は一切同定することができないといった欠点も

あります。既に主要な臨床分離株は登録されている

ようですが、日常検査で分離頻度の少ない細菌や環

境に生息している細菌などは、データベースへの登

録が十分とはいえず、さらにデータベースの充実が

図られることを期待しています。今後の日常検査で

は、既存の生化学的性状による同定とVITEKMSによ

る同定をうまく使い分けながら、迅速で精度の高い

結果報告を目指し、検査体制を構築していきたいと

思います。

雷量分１１斤装置
VlTEKMS(ｲﾃｯｸｴﾑｴｽ)のご紹介

臨床検査輸血部渡智久

ＶＩＴＥＫＭＳ（Syslnexピオメリュー社）（写真１）は、

MALDI（Matrix-AssistedLaserDesorption／

Ionization，マトリックス支援レーザー脱離イオン

化）を原理する飛行時間型質量分析計です。平成２３

年に医療機器として承認され、臨床微生物の分野に

新たに登場してきた細菌を同定するための検査機器

です。国内の医療機関では、旭川医科大学病院が導

入施設の第１号となりました。

微生物検査室にお

ける細菌の同定は生

化学的性状の違いに

よる分類が一般的で

あり、キット化され

たものが広く用いら

れています。これら

は一定量の菌数が必

要なために増菌培養

をしたり、菌懸濁液

の作製や反応プレー

トへの分注作業が必

要であったり、さら

に迅速なもので４時

－１－

間、通常は１８～２４時間の反応時間が必要となって

います。このようなことから細菌検査は「時間がか

かるもの」として良くも悪くも（多くは悪い意味で）

認知されてきました。そのため、測定時間が数分間

と短いVITEKMSは微生物検査の迅速化に向けて、大

きく貢献してくれるものと期待しています。

VITEKMSの測定原理であるMALDIは、ＥＳＩ

(Electrospraylonization）など他のイオン化法と

比較しても前処理が容易であり、操作も簡便なこと

から質量分析計になじみの薄い操作者においても使

いこなせるという特長を有しています。VITEKMSは、

その特長が十分に活かされた操作性となっていて、

写真２に示す試薬・器具を用意するだけで測定がで

きてしまいます。測定手順も非常に簡単であり､①
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今回は、平成23年12月に導入された質量分析装置

VITEKMSについて、ご紹介をさせていただきました。
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｢働きやすい病院評価』の
認定を取得して
二輪草センター副センター長山本明美

本院は､ＮＰＯ法人イージェイネットが行う「働

きやすい病院評価」を受審し、同法人が認める認定

基準を達成しているとして、2012年２月に認定を

受けました。全国で１７番目、国立大学病院では島根

大学医学部附属病院、長崎大学病院に次いで３番目、

東日本の国立大学病院としては初めての取得です。

受審にあたっては病院長はじめ病院事務部門・看

護部門・中央診療部門ならびに各医師の皆様に快く

ご協力いただきましたことを御礼申し上げます。

この評価を受けた目的は、第３者機関に本院の

｢働きやすさ」を評価・認定してもらうことにより、

｢すべての医療従事者が働きやすい病院」であるこ

との大切さを再認識してそれを維持し、医療従事者

全体の就労環境を改善することによって病院機能の

質を高め、患者さんによりよい医療サービスを提供

することです。

本院ではこれまで職員の仕事と家庭の両立を助け

るさまざまな取り組みをしてきました。平成18年

から大学敷地内に24時間保育所があります。平成

19年には二輪草センターを開設して、子どもの急

な病気の時のための病児一時預かりシステムやバッ

クアップナースシステム､小学校の長期休暇中の学

GＩ

ﾌ荷ルムレス運用が始まりました

平成24年３月１日より「フイルムレス」運用が

始まりました。従来は､Ｘ線検査やＣＴ､ＭＲＩ等の

画像検査終了後、フイルムをシヤーカステンにかけ

て医師による診断、説明が行われていました。今後

は、サーバーから配信された画像データを、各診察

室や病棟ナースステーション等の医療用高精細モニ

ター上から参照できるようになり、モニターを参照

しながら医師の診断や説明が行われるようになりま

す。画像データはデジタル画像であるたゐ、従来の

フイルムと比べ参照する際に以下の利点があります。

検査画像を拡大表示することが可能であることや、

画像を見やすくするための処理をリアルタイムで行

うことができるため効率的な診断や、よりわかりや

すい説明が可能となります。また画像データは、

サーバーからネットワーク配信であるため、複数の

場所で参照することが可能となります。そのため、

３階の手術室に大型ディスプレイを設置し、診察室

と同様にディスプレイ上に表示された画像を参照し

童保育であるキッズスクールなど、他の病院にはな

いきめ細やかな育児支援策を展開しています。平成

21年には病後児保育室「のんの」も開設しました。

育児や介護をしながら働き続けることについて職員

の相互理解を深めるためのセミナーや講演会も定期

的に開催しています。現在は夕方の研修会などへの

参加をたすける託児システムも検討中です。

医師をはじめとする慢性的な人手不足の原因の一

つはこのような本院の優れた取り組みがまだ広く認

知されていないことにあると思います。今回の認証

取得をきっかけにして本院での勤務を希望する医療

職者が増え、より質の高い医療を提供できる環境が

整っていくことを期待しています。

週

便

尭定狂

綴
曙太挫〃ナ

皿川暖碍人学廟院扇

庇嫡廃ｴr鋤曾や寸昭､蝋厩討蛍につ呂由てむ

時止非鴬刊活動雌人イージェ･イネＪ１･＝火牡睡齢

のキャリアjU唾･鍬祢･向上と助ぎず食む定勤め
莞遼晶線階泣覗してL唯皇と窪葦する

随叶叫ﾕ91甑ｊｂ雷９１８ｺ
宰酢塵支jfaｪか毎コJ』毛利一=ｍ』唾ｪlO4If

騨識撫癖鰯。
f

鐸誠一‐&＝‘羅重翁室⑧

ながら、あるいは過去の画像と比較しながら手術を

施行することも可能となります。

フイルムレスに伴い、もう一点変更点があります。

当院から他の医療機関へ紹介状を書く際に、画像

データの情報提供方法としてフィルムを一緒にお渡

しする場合がありました。今後は、フイルムに代わ

り画像ディスク（ＣＤ－Ｒ）にて提供することとなり

ます。これは、フィルムレスに先立ち、２月よりす

でに実施しています。今までは、大きなフイルムを

抱え他の医療機関まで持ち込まなければなりません

でしたが､今後はコンパクトな画像ディスク（ＣＤ－Ｒ）

となるため患者さまの利便性が向上するものと思わ

れます。画像ディスク（ＣＤ－Ｒ）には、当院で実施

されたＸ線検査やＣＴ､ＭＲＩ等の画像データがＤ

ＩＣＯＭ(ダイコム）という医療用画像のフォーマッ

ト等についての標準規格に準じてビューワーとともに

記録されるため、パソコンで参照することが可能と

なっています。

「フイルムレス」運用の開始に際し、院内の皆様、

患者さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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